
 

 

 

   

当
日
の
様
子 

コミュニティのミライを考える

プ
ロ
グ
ラ
ム

１．開催にあたって 

２．コミュニティプランの策定について 

３．コミュニティプラン素案について 

４．意見交換  

ワーク①：プロジェクトのとりまとめ

ワーク②：コミュニティプランの進め方

５．検討結果の発表 

６．今後の進め方 

７．閉会・次回のご案内 

日時 ：令和４年 1１月２５日（金）18:30～21:00 

場所 ：氷川コミュニティセンター 

参加者数：18 名 



当日の記録 

●ワーク①②では、第３回地区別懇談会と同様に５班に分かれてグループワークを行いました。

内容としては、ワーク①では各プロジェクトの内容を確認し、プロジェクトシートを完成させ

ました。ワーク②ではプロジェクトの実施を始め、コミュニティプランの進め方について意見

交換しました。

当日検討したプロジェクトの一覧と、モデルプロジェクトの候補、 

最終的に選ばれたモデルプロジェクトは以下の通りです。 

※第５回に参加していただいた、各班員の皆様の氏名は関係者様以外に公表いたしません。

各班で検討したプロジェクト 

A 班

B 班 

C 班 

D 班 

E 班 

次頁以降に、ワーク①の検討で出された意見をプロジェクトごとに掲載します。 

（意見は、その該当箇所ごとに、以下のような吹き出しの形で表示しています） 



目的が抽象的なので、取
組を進める中で、目的を
明確化した方がよい 

ポイントの導入は、手伝ってもらいたい
方が助けを求めやすくする工夫。助けて
もらう側が躊躇をしないようにするべ
き。ポイント制は介護予防につながる 

図書館ボランティアの登録者は 100 名程度いる(主にリ
タイア世代)。参加の理由は時間的余裕、本が好き、楽し
さを感じているなどがある。ボランティアをする方に取
ってのメリットを把握する必要がある

ゴミ拾いなど自分にできるこ
とを探してもらえるきっかけ
になるとよい 

ニーズの見える化をすること
で、ボランティアに参加しや
すくする工夫が必要

各団体が何をやっているかわ
からない部分もあるため、団
体の PRも必要 

スキルがないと参加がしにくい
ニーズが見えると手を挙げやすい

掲示板を活用し、アナログ
で初めてもよいのでは！ 
ちょっとした困り事が書
き出せるとよい 

ちょっとした困り事の解決例として… 
①玄関まではごみを出せるが、収集場所までは運べない方のニーズを把握
⇒ニーズの把握は、ゴミ袋を色分け(黄色)することで対応できるのでは？
②玄関まで出してもらって、通勤時のサラリーマンなどが運ぶ



子どものときを振り返ると、
逆上がりやうんていなどを教
えてもらいたかった 

最終目標は、スポーツ教育とし
て、そこに行きつくまでの遊び
からスタートするべき 

キャッチボールなど一緒
にやってくれる相手が欲
しい

教育機関については、ス
キルが求められる部分も
あり、ハードルが高い

●曜日の△時に支援員がいると
わかると、保護者も安心して、遊
びに行かせることができる



「解決を目指す」を目的に 
しなくてもよいのでは 

１つの「場」に色々な機能があるとよい 
まずは間口の広い「場」をつくることが大事 

色々なひとがゴチャッとごっ
た煮で集まれることが大事 

プロジェクトの 03、04、07 がどれも「場
づくり」の内容なので、「場」としては統合し
て、内容を分けていってはどうか 

まずは飲食店目当てで来て
もらうのも OK！にする 



 

「多世代」に「多国籍・多文化」を追加する 

外国籍の方が増えたが、交流の機会が少ない。 
地方から来た方や、町会に加入していない人と
も交流する場所にしたい 
 

子ども･子育て支援に関する
取組を追加するべき 

「孤立する子どもや子育てに悩
む世代」に限定しなくてもよい 

高年者が運営するのではなく、
高年者がお手伝いできればよい 

外国人のカレー屋さんなどに「母国の遊びや言葉を
教えてほしい」等のチラシを配ってはどうか 



効果確認は難しい。無理に効果確認
をしなくてもよいのでは？ 
●ライトをつけている人が多い＝
ボランティアが多い？ 

●安全性の検証？ 

歩きスマホの防止にもつ
ながるのではないか。 

継続性を考えるには参加のメリットはなにか
を考える必要がある。 
・スポーツ化をすることによる健康促進？ 
・ミッドナイトツアー化？ 
・どこかでお酒が飲める、ご飯が食べられる？ 



消防車などは呼べそう 

町会自治会の防災・防犯の活動や、地
元の消防団の人、子ども会育成連絡会
の人などに参加してもらう 

防災ではなく、子どもが楽しめる、と
いうことを前面に出し、親が何かしら
学べる内容にするとよい 

「学校でキャンプ」についてもっと
詳しく調べよう！を追加しては？ 
 

小学校として（実施にあたり）「してほしく
ないこと」を確認しよう！を追加しては？ 

日常の中に（定例の）イベントとして入れ
ていく。ただし、災害のリスクは非日常感
を感じさせるものにする。 

キャンプを全面に出すと
実現のハードルが上がる
ので、少し控えめに… 

ただ楽しむだけでなく、学習が大事 



まずは、地区内で定期的に開催されて
いる活動やイベントと連携する形で
企画できると良い。 



色んな方から地区の魅力を募集
する方法を考えられると良い！ 

内容にあわせて、「グルメ」など、ハ
ッシュタグを付けて投稿すると多く
の人に興味関心を持ってもらえる。 



「マルシェ」ではイメージが湧
かない方もいるので「青空市
場」という表現も追加する 

「再構築」を「新たにつくります」
という分かりやすい表現にする 

公園のトイレやテントなど、
開催環境が整っている町会に
企画を売り込むとよい 



遠くへ移動できないような８０～９０歳
代の高年者に、どうやってお祭りに参加
してもらうかは今後の課題である 



プロジェクトのイメージが伝わる
ように、イラストの中に様々な国の
国旗を追加すると良いのでは 

餅つき、成人式、花見、節分など、
日本の行事をテーマに企画すれば
無理なく続けられるかも 



ルートづくりをきっかけに 
地域の魅力を発掘することが 
伝わるタイトルが良い！ 

STEP２と STEP３を繰り返し
て、ルートを更新する 

多世代の参加を促すような 
周知の工夫が必要！ 

他の地区でもルートを増やし
て活動を拡大したい！ 



どのような場面でキャラ
クターを使いたいのかを
明確にする！ 

子どもと大人のイメージは異なるため、 
公募の対象を分ける必要があるのでは？ 

町会に協力してもらい 
公募の周知ができるかな？ 

地域資源を表すキャラクターを
作って地域の PRに使いたい！ 

公正に投票するシステムが 
あったほうが良い 



 

段階的に実施することで 
体験者との関係性をつくる！ 

「貸し農園」「体験農園」にとどまら
ず、多様な農業形態を創出したい！ 

自分の住む地域で作られ
た野菜を食べて欲しい！ 

農地や緑地でやりたいことが 
ある人の活動の場所にしたい！ 



ワーク②：コミュニティプランの進め方 

ワーク②ではプロジェクトの実施を始め、コミュニティプランの進め方について意見交換しました。 

  

  

円
卓
会
議
の
イ
メ
ー
ジ 

・問題解決だけの場にせず、あくまで話し合いの場、創出していく場という位置づけが 

重要。 

・円卓会議自体がプロジェクトのような位置づけになるのではないか。 

・少し良いことをした報告、困り事の報告など、気軽に活動の報告ができるような場となれ

ばよいのではないか。 

・円卓会議の場は、地区内の多様な団体が情報発信できる場にもなると良い。例えばお店の

オープンを周知するなど。 

・プロジェクトから始めて、それが円卓会議につながっていくのではないか。関心事ごとに

円卓会議を開催するというのもあり得るのではないか。 

・代表者ばかりが集まって会議しても、カタチだけの組織になってしまう。モチベーション

があり、組織をリードする人材が必要であり、そのような方がトップにいるべき。 

 

円
卓
会
議
の
進
め
方 

・ただ集まって会議ばかりしていては、形骸化した組織になってしまう。「具体」の活動が

伴うことが大事。まずは小さなことからでも、活動を行うべき。 

・モチベーションや積極性の度合いが異なる人達が集まっても、会議を運営していくこと

は難しい。積極性の度合いが高くない人は意見する機会もなく、抜けていってしまう。 

・町会・自治会等の代表者として会議に参加している人に、会議運営のとりまとめまでして

もらうことは難しい。 

・コーディネーターがいないと運営が難しいのではないか。住民がコーディネーターの役

割を担うのは難しいのではないか。 

・色んな人が集まるほど企画が丸くなりがちである。尖ったプロジェクトを先行実施し、そ

の失敗や課題を因数分解して議論する、という順番で進めていけるとよい。 

・キーマンは誰かを予め整理しておき、「こういうテーマのときはこの人がキーパーソンに

なる」などと、課題と資源をつなげていけるとよい。 

・参加している人の個々人の利益の場にはならないように留意が必要。 

 

円
卓
会
議
へ
の
参
加
し
や
す
さ
・ 

人
集
め 

・女性や子どもの参加を促すなど、異なる視点、多様性が重要である。PTA とのつながり

を生かして進めていけるとよい。 

・外国人の子どもが参加しても言葉の壁がハードルであり課題である。→ポケトークを使

えば解決する。他にもチャットGPT等、AI 技術を活用したツールも使っていくとよい。 

・新しい人やすでに類似の活動をしている人を巻き込んでいく事が重要。そのためには、参

加のしやすさを工夫しなくてはいけない。 

・人をどう集めるかが難しい。自分の町会は 20班あるが、それ以外の方をどう集められる

かが課題である。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

進
め
方 

・新しい人や、すでに類似の活動をしている人を巻き込んでいくことが重要。そのために

は、参加のしやすさを工夫しなくてはいけない。 

・メンバーを集めるのが大きな課題。人数を揃えることも大事だし、偏った世代、属性の人

だけにならないことも大事。 

・活動の関わり方にバリエーションをもたせよう。「月○会の定期的な参加」などと固定さ

れると、参加がしづらくなってしまう。 

 

そ
の
他 

・4 章の「地域の中にある資源」は、あまり目新しさを感じられない。 

・コミュニティプランの実現にむけては、新しい市長（西部地区に在住）のリーダーシップ

も必要ではないか 

 


